
 

日時：2025 年 8 月 20 日（水）   講師：木下景太医師 

 

  今月は 

 

                                  

  について学びました。 

 

どちらも日々のケアの積み重ねが大切で、現場で意識すべきポイントがたくさん 

詰まった内容でした。 

 

 

 

 

 

 

 

＜褥瘡対策の基本＞ 

褥瘡（じょくそう・床ずれ）とは 身体の一部が圧迫され続けることで、皮膚に栄養 

がいきわたらず、組織が壊死し、皮膚潰瘍を生じた状態のことを言います。 

褥瘡（じょくそう・床ずれ）は 

「皮膚の問題」ではなく 

「全身の問題」です。 

体位交換やポジショニングだけでなく、 

栄養状態や疾患、薬剤の影響も 

考慮する必要があります。 

 

でも一番の予防は 

 

スモールチェンジや除圧の工夫で、 

皮膚への負担を減らすことができます。 

 

 

褥瘡（じょくそう）対策と  

脆弱骨折患者に対する二次骨折予防 

 



 

 

                        

清潔保持、保湿、 

適切な寝具の選定など、 

細やかな配慮が予防につながる 

 

 

 

 

 

また褥瘡ケアにおける「Moist Wound Healing」の重要性を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乾燥させず、必要な水分を保つことで細胞の再生を促し、痛みの軽減や治癒のスピー 

ドアップが期待できます。 

今回の学びを通じて、患者さん一人ひとりに寄り添った褥瘡ケアの質をさらに高めて 

いきたいと感じました。 

 

 

 

 

 



脆弱骨折患者に対する二次骨折予防 

「たかが骨折」と思いがちですが、実は高齢者にとって生活を一変させる大きな転機になる 

ことも。寝たきりになることで筋力低下や認知機能の低下、さらには介護負担の増加にも 

つながります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動かないことで骨への刺激が減り、骨密度はさらに低下。寝たきりの方こそ骨粗鬆症の

リスクが高く、骨折によるさらなる寝たきりの悪循環に陥ることも。ポジショニングや栄養

管理、必要に応じた薬物療法など、チームで支えるケアが重要です。 

 

 

 

ｓ 

骨粗鬆症は気づかないうちに骨がもろくなっ

ていきます。原因は加齢、ホルモンの変化、

栄養不足、運動不足などさまざま。「骨は生

きている」ことを意識して、日々の生活習慣

を見直すことが予防の第一歩です。 

今回、骨折がもたらす影響や骨粗鬆症の予防について、改めて理解を深めることができ

ました。患者さんが安心して生活できるよう、みんなで連携して支えていくことが重要で

私たち職員一人ひとりができることを意識し、チームで支え合うケアを実践していきま

す。今後も、知識と技術のアップデートを続けながら、より質の高い医療・介護を目指し

ていきます！ 

 


